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中庭を自習やグループ作業などに使える様々な直方体フ
レームと角形植木鉢に植えられた大きな樹木が混ざり合
う、静かで緑あふれるラーニングコモンとして整備します。
4号館と 6号館、二つのスラブ形式の建築が向き合い、新
たな立正大学の学習空間をつります。

学生広場に高い架構と開閉するテント屋根を設けることで
雨の日でも使える場所に変えます。
また北側に舞台を設け、広場にヒエラルキーを与えます。

4号館は中庭と学生広場を結び、スチューデントコモンとラーニングコモンを結ぶ、
キャンパス全体で非常に重要な位置にあるため、4号館にふさわしい機能を図書館
とし、スラブ形式の建築とすることで B1階のスチューデントコモン、1階のラー
ニングコモン、上部の閲覧スペースが視覚的につながり本に向き合う行為が外部
に表出する様に計画します。

山手通りレベルから広場下レベルまで大階段でつなぎ、
スチューデントコモンとして徹底して整備し、カフェス
ペース、相談スペース、掲示板をこの階に集めます。
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4号館 新 11 号館人々の居場所を生み出す中庭の作り方
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新 11 号館6号館中庭4号館 /10 号館 / 学生広場7号館

11 号館と新 11 号館の間口を最大に利用し山手通りに
対し、立正の元気を表出させると同時に、ラーニング
コモンから続くルーフオアシスを街に表出させること
で、丘を持つ大学であることを感じさせます。

中庭の総重量と総面積を変えない
様に東屋・吹抜けを計画する事で、
人の居場所を作りながらも建築確
認申請や構造計算が不要となり、
工期やコスト面においても合理的
な中庭計画が可能となる。　
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今日はあそこで
プレゼンか・・・
緊張するな・・・

木に囲まれて
気持ちいいな

今日の研究発表会
どうだった？

今日天気いいね！

立正大学で学びたいな

学会打ち上げ
パーティー！

今日は教授と
懇親会だね！

ピクニック最高！

あの子かわいい！

バレー最高！はいれー！

イェーイ！ このアルバイト
応募したい！

今日の日替わり定食は
生姜焼きですよ！

石橋湛山ホールはこっちだよ！

雨に濡れずに
4号館まで来れた！

今日調子いいね！ 方正先輩かっこいい！

次回の地域公開講座
は来週の日曜です！

今日は立正ミュージアム
で企画展やっているよ！

今日はここで
レポート書こう！

この木、実が
なってるよ！

風が抜けて
気持ちいいね！

今日の昼飯は
手作りおにぎりだよ！

大金星！

今日は雨だけど、
盛り上がって
行こうぜ！

立正ルネサンス計画
［アカデミックオアシス］の実現のために

立正大学品川キャンパス

「継承と革新」

立正大学品川キャンパスは、1904 年の開設以来 100 年を越える年月の中

で時機に応じて学問領域を拡張し、アカデミーを確立すべくカリキュラム

と施設を整備してきました。それほど広くはなく、しかも変形している丘

陵状の敷地に対して様々な工夫を重ねつつ開発してきた先人の努力、実行

力は大変なものであったことと敬意を表します。丘の上に二つの広場を囲

うように建物群を配列し、すきまから、あるいは建物の中を通ってその広

場に至る経路を用意する、それらを同時に作ってきたイタリア山岳都市の

ような積層し複雑な様相はとても魅力的に映ります。しかしながら、教室

群や研究室群が孤立し、マスタープランに現状分析されているように、学

キャンパスを中心とした地域コミュニティーの構築、本来寺社が地域の

中心であったように、次の計画にこの視点は不可欠です。最初に描いた

ように、地域の人たちが魅力に感じ積極的に利用するような環境が実現

していなければならないのではないでしょうか。「アカデミックオアシス」

はなにも学生だけのオアシスではありません。さらに言えば、地域は相

対的に変化します。ある場合は本当に近場である周辺を対象とし、別の

場面ではもう少し広く考える、時には一挙に拡大し世界につながる局面

もあるでしょう。大学という教育、研究機関の魅力はこの射程距離の自

在な有り様だとすると、まさしく日蓮を始まりとする仏教の世界観は、

同心円の無限の広がりのように、周辺から世界、さらには宇宙に至るパー

スペクティブを予感し、まさに学問、教育領域にふさわしいといえます。

小さな周辺地域と広大な世界というこれまであまり目を向けてこなかっ

た領域の双方を視野にシフトする、立正安国の精神は正しくこの方向に

向いている、と思います。そのために何をすべきか？どのような立正大

学のイメージを作ればいいのか？そのイメージを実現する施設環境はど

のように得られるのか？その答えを私たちは提案したいと思います。

生の居場所も含めて全体のネットワークが十分に生かされてはいないと感

じます。一方で時代はすでに大きく動いています。1998 年をピークに 18

才人口が減少に転じ、国立大学も独立法人化し、大学を取り巻く環境が一

変しました。さらに IT と中国、アジアの台頭が、産業、政治をはじめあり

とあらゆるしくみを根底から変えてしまいました。それまでの、互いの連

帯感に支えられた穏やかで居心地の良い社会があっという間に変質し、先

の見えない焦燥感の中で確かなものが見つけられない状況が続いています。

大学という教育環境そのものも厳しい選択眼にさらされこれまで以上の充

実を求められています。私たちは、先人が作ってきたアカデミーを継承し

つつ、この大学が目指すべき未来に向かい、あらゆる部分を検証しながら、

マスタープランを新しいヴィジョンの中に定着させるために次の 100 年に

向かうスキームを提案します。その結果として「アカデミックオアシス」

と名付けた他に例のない丘の上のアカデミー、学生のみならず、地域の人

たちにとっても自然と足が向き時間を過ごすのが楽しい「知の拠点」を実

現したいと考えます。

 

「機能から環境へ」

これまでの 100 年間、特に新制大学になってから整備されてきた構内施設

の多くは、マス教育のための大、中の講義室群、独立性の高い研究室、食堂、

体育館、プールなどの更生施設、運営管理のための事務室等、単一の機能

を満たす部屋を集積し、他と関係することなく必要に応じて次々と建設さ

れてきたように見えます。ようやく 11 号館の中にメディアセンターを中

心とした学生の居場所が実現し、まだまだ不十分ながらもカリキュラムの

スキマを埋めるような学生たちの自主的な活動を補完しつつあるのが現状

でしょう。しかしながら、カリキュラムはさらに多様化し、全ての学部が

知識の一方的な伝達では充足できない様々な授業シーンによって構成され

る現在、これからは、教室そのもの、研究領域そのもの、更生施設そのも

のの変質、進化とそれらをネットワークするしくみが求められています。

特に少人数で相互に関係するゼミ方式やワークショップ等、人間力を高め

る工夫は必須です。そのために必要とされるのは、単一の機能空間ではな

く広い意味で「環境」と呼べるような開放的で多様なスペースです。例え

ば可動壁によって室内外の区切りや大きさが変化するなど、様々な環境が

実現できるようなフレキシブルな構造が求められています。硬い壁によっ

て作られたボックスの中に区切られた単一機能空間から、多目的に展開す

る自由な環境へ、このドラスティックな転換がキャンパスそのものを変革

し、品川キャンパスを真に魅力的なアカデミックフィールドに、結果とし

て立正大学の可能性を一挙に拡げる新たなしくみとなるでしょう。

「地域性と国際性」

これまでの大学は、その立脚する基盤を、入学する学生をコンスタントに

供給する地域に置き、その領域をいわば商圏と仮定し、そこに向けてアピー

ルしてきました。しかしながら、前述した社会変動の結果、すでに我々は、

世界の中に放り出されています。品川キャンパスは、文系の特殊な分野を

抱え優位性があるとはいえ多くの変化にさらされながらゆらいでいること

にちがいはなく、決して安定してるとはいえません。一方、東日本大震災は、

小さなコミュニティーの重要性を私たちに再認識させました。周辺コミュ

ニティーにどのように関わるのか？コミュニティーにとって、立正大学が

必要とされ、立正大学にとっても地域との関わりが重要となる関係。品川

キャンパスの顔をつくる
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キャンパス中心を再定義する キャンパスリングを完成させる
（2016.8~2020.9） （2018.4~2021.3） （2019.4~2022.3） （2022.4~2026.12）

広場を重層化する

キャンパスを次の時代に継承し、革新を行うは
じまりとしての計画を行います。
①仮設校舎・3・4・10 号館を使って、6号館の
　機能の改修移転
②6号館の解体・11 号館 ANNEX の増築
③法学部・アトリエ棟建設
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キャンパスコモンの拡充と、立正大学 150
周年に向けて石橋湛山ホールがキャンパスの
象徴となるように中庭空間の更新を進めま
す。
④石橋湛山ホール・広場 2・8号館の改修
⑤トークパレット解体

立正大学 150 周年に併せ、2つの広場をつな
げる４号館に図書館を移転し、キャンパスの
中心を再定義する提案です。
⑦4号館・10 号館機能移転
⑧新 4号館建設・10 号館改修
⑨5号館・11 号館図書機能移転

キャンパスオアシス化計画の終章として、リン
グを補完し完成を目指す工程を提案します。
⑩8号館機能移転
⑪7・8号館増改築
⑫広場拡張整備
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アカデミックオアシス全体俯瞰イメージ ステューデントコモンのイメージ

ラーニングコモンから４号館を見る 天候にかかわらず賑わいにあふれる学生広場イメージ



アカデミックオアシスを実現する３つの柱
３. 複数のキャンパス計画での経験をいかした取り組み体制２．緑にあふれるランドスケープを育む -立正エコキャンパス
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ラーニングコモンには研究室や書棚、コピー機や PC 端末等、あらゆ
る情報、設備と連携できる場所として整備します。考える・協働する、
学びのアクションの場として、キャンパスのあらゆる場所に設置し
ていきます。これらの場がケアロジーの精神で相互に補完しあうこ
とにより、キャンパス全体を有機的キャンパスコモンズとしてゆっ
くりと劇的に変容させます。
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断面的に２つのエリアとして考えることにより、丘のような地形に
展開する魅力的コモンを実現します。既存中庭地階レベルをスチュー
デントコモンとして再構成し、従来通り抜けとなっていた場所にレ
ストランやカフェ、Rillport などあらゆるアメニティを混在させるよ
うに配置します。学生、地域、社会が重ねづかいする賑わいの場と
してアカデミックオアシスの核となります。

１．コモンズを重ねて展開することにより、丘である地形を活用するキャンパスの提案

新築棟では、新しく「スラブ形式」を採用することで、内部空間
の様々な活動を周囲に開くと共に、学生の課題活動や研究をサ
ポートするキャンパスコモンをつくり易い環境を整えます。また、
学生や教職員の環境教育・意識改善を図る環境の可視化を徹底し
キャンパスライフを通して、将来を担う人材を育てます。

「ボックス形式」
「スラブ形式」

落ち着いた学習空間を
つくりだしているが、
学習空間のみで完結し
てしまう。

部屋の周囲に活動を開くキャンパスコモンを作りやすい。外部から
の有機的な縦動線により立体的なつながりも強くなる。

品川キャンパスの ESCO 事業による省エネ改修エコキャンパス化もさ
ることながら、キャンパスの実質的な省エネ化を徹底します。150 周
年の先へ向けて持続可能な大学とするため、2 対のスラブタイプによ
る建築とキャンパスコモンの緑化ボイドを利用し、快適な光と中間期
の心地よい卓越風が通り抜ける等、パッシブキャンパスへの転換を積
極的に促します。

私たちがこれまでに行った「R 大学方式」の改良と実践と
して、基本設計完了時に技術提案付入札を実施設計に先行
して行い、ゼネコンと共同で実施設計を行うことにより、
工期短縮・コスト縮減・品質確保・安全対策を十分に考慮
した高いレベルでプロジェクトを実現します。

横浜国立大学キャンパス計画室・龍谷大学修景計画・龍谷大学和
顔館等の経験で培った個々に高い技術力をもつ専門家によって組
織する柔軟で適応力のあるプロジェクトチームを結成し、品川
キャンパス計画室をキャンパス内に設けることでキャンパスの建
替えや修繕、移転に伴う計画をともに考える環境を整えます。

従来型設計業務

技術提案型＋総合評価方式入札

キャンパスデザイン室のアイデア

キャンパス計画室大
学

業務
委託

設計者

プロチーム 基本設計

ｲﾝﾃﾘｱ 照明

構造 設備

設計専門家

様々な専門家達

実施設計 現場監理

技術提案・入札
基本設計 実施設計 現場監理

従来型入札 入札

詳細な検討を実施設計で行うためスムーズに現場に移行

状況に応じて再入札・VE 調整・再検討等、
様々な要因によるスケジュールおくれのリスク

技術提案型＋総合評価方式入札の提案

龍谷大学

横浜国大

光・熱
卓越風

ルーフオアシスソーラーパネル

光庭

広場緑化

緑化庇

膜屋根

緑化ボイド

中廊下型を基本とする既存 11 号館と一体化し各フロアに面
的な広がりを生み出すことで、大きさの違う教室と学習空
間、または教員・院生研究室と図書資料室やラウンジが多
様な形で関係を持ちながら連携し易い環境をつくります。

1. 教育の場面をディスプレイ化する 2. コモンズと都市を直接つなぐ大階段 3. 既存を活かしたフレキシブルな施設構成 4. 合理的でローコストな構造計画 5. キャンパスオアシスの核となる環境計画
《研究室ユニット》 《教室群》

同一階に大きさの異なる教室を
スキマを開けて配置し、学生の
居場所・学習空間をつくる

Learning commonを研究室ユニッ
トの中心となるように構築する

Rill port
Learing 
common

S S S

M
11号館L

地下及び大階段空間を SRC 造、上層階を鉄骨造として適材
適所の構造工法を採用した合理的な構造計画とします。ま
た既存 11 号館とはエキスパンションジョイントで接続しバ
ランスよく耐震ダンパーを設置して、安全な架構とします。

既存 11 号館の機械室配置を活かして採光と通風のためのラ
イトエアチムニーを設定し、立体的に明るく風通しの良い快
適な空間とします。また、アーストレンチの自然通風の利用
で空調利用時間を大幅に削減して LCC 削減を図ります。

Lab

先端研究ゾーン

プレゼンテーションゾーン
ルーフオアシス /

学習ゾーン

大階段

地域連携ゾーン

山手通り

Lab

Study　Lecture

Communication Lab

M
Lab

M.Lab Seminar

Seminar

Lab Lab

鉄骨造

機械室

大階段
▽GL

▽GL

光庭

既存
機械室

SRC 造

ANNEX 既存 11 号館

ベタ基礎
耐震ダンパーを
バランスよく配置

Exp.j
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ドライエリアによ
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スラブ形式の庇に
よる日遮と空調負
荷低減

既存棟の機械給気
又は排気に利用

1. 教育の場面をディスプレイ化する 2. コモンズと都市を直接つなぐ大階段 3. 既存を活かしたフレキシブルな施設構成 4. 合理的でローコストな構造計画 5. キャンパスオアシスの核となる環境計画 6. 明快でわかりやすい施設構成
《研究室ユニット》 《教室群》

同一階に大きさの異なる教室を
スキマを開けて配置し、学生の
居場所・学習空間をつくる

Learning commonを研究室ユニッ
トの中心となるように構築する
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Exp.j

SRC スラブにより
音・振動を遮断

雨水の中水・灌水
利用

立体的にライトエ
アチムニーを展開
する

部屋の用途・広さ
に合わせて合理的
な空調方式を採用 既存棟の機械給気

又は排気に利用

《歩道からの立面》《真正面からの立面》
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高効率の LED照明

地下ピット利用の
アーストレンチ

11 号館アネックスの間口を最大限利用した大階段を山手通
りからキャンパス内に人々を誘う新たなゲートウェイとし
て整備します。階段上下の空間を地域連携機能と学生の居
場所が重なる開放的な「share×link」スペースを構築します。

キャンパス内で展開される様々な教育・研究活動の様子
を、山手通りの街路景観との調和を図りながら大学の「顔」
としてサイン計画と共に視覚化させることで、周辺地域
との新しい立体的「見る・見られる」関係を構築します。
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立正大学の多様性が表出する大階段のイメージ

アカデミーの表出

ラーニングコモンから新１１号館屋上まで緩やかに連続する丘のようなコモン

第３の広場になるルーフオアシスのイメージ

適材適所で徹底緑化

多様な
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EV・階段

Rill port

教室・ゼミ室・講義室
研究室
会議室
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1.プレゼンテーションラウンジ
7.倉庫
8.機械室
9.書庫

1.普通教室
2.中教室
3.小ホール
4.学生ラウンジ
5.ホワイエ

6.WC
7.倉庫
8.機械室

1.普通教室
2.中教室
3.小ホール
4.学生ラウンジ
5.ホワイエ

6.WC

9.事務作業室
10.光庭 庭光.01庭光.01

7.倉庫
室械機.8室械機.8

8.機械室

1.普通教室
2.中教室
3.大教室
4.地域連携センター
5.立正ミュージアムラウンジ

6.WC

室務事.9室務事.9

7.倉庫
1.普通教室
2.中教室
3.入試課
4.入試情報スペース
5.屋外イベントスペース

1.エントランスカフェ
2.食堂
3.厨房
4.成果発表広場

5.成果発表ホール
1.ゼミ教室
2.端末室
3.大教室

4.機械室
5.WC
6.光庭

6.光庭
庭光.9室整調.7

1.プレゼンテーションラボ
2.大教室
3.中教室
4.WC

5.機械室
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4.会議室
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2.大教室
3.中教室
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3.中教室
4.会議室
5.屋上庭園5.屋上庭園

7.倉庫
8.機械室
9.光庭
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1.研究室
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1.研究室
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スチューデントコモン

ラーニングコモン

ラーニングキューブ
ルーフ
オアシス

先端研究ゾーン
6F~8F

学習ゾーン
1F~5F

図書館ゾーン
B6F～B1F

地域連携ゾーンB5F~B2F　

大崎広小路駅へ

山手通り

大崎駅へ

中庭・学生広場へ

階段

Rill port

インフォメーション

EV

ラーニングコモンを囲うように研究室が配
され、コミュニケーションの生まれやすい
研究空間を目指します。

教室や講義室の間に溜り空間をつくり、
ワーキングポートやレクリエーションポー
ト等、学生のための様々な学習空間を確保
した計画とします。

メインとなる図書館ゾーンは既存 11 号館
の下層部利用し、地域連携ゾーンとの連携
しやすい計画とします。
また、将来的には 4 号館をメインのメディ
アセンターとし、地域連携ゾーンの拡張が
可能な計画とします。

下階の教室等は地域連携ゾーンからも利用ができるよう
計画し、普通教室も地域解放が可能な計画とします。

緑化ボイド

先端研究、学習、図書館、地域連携の４つのゾーンを明快に分けることで、セキュリティーの確保をしやすくします。
また、新１１号館を完全なバリアフリーの計画にするだけでなく、中庭までの段差を解消することで、キャンパス全
体がバリアフリーとなることを目指します。
そして、新１１号館におけるスチューデントコモンは山手通りから中庭をつなぐだけでなく、大崎広小路駅
方面から大崎駅方面をつなぎ、街と大学がより密なつながりを持つキャンパスとなります。 Iida Archiship StudioC


